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受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
〇
年
四
月
分
）

　
　
は
　
し
　
が
　
き

最
近
、
當
法
學
研
究
會
（
ま
た
は
法
學
部
研
究
室
）
宛

に
寄
贈
さ
れ
る
書
籍
お
よ
び
雑
誌
は
、
か
な
り
多
数
に
上

り
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
に
多
大
の
便
宜
が
あ
た
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
威
謝
に
た
え
な
い
し
だ
い
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
今
後
本
欄
に
、
受
購
書
を
明
記
し
て
、
御

寄
贈
下
さ
つ
た
各
位
に
翼
し
，
威
謝
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
受
眠
書
の
主
な
る
内
容
を
も
掲
載
し
て
、
同
學
の

便
宜
を
圖
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
凡
　
　
　
例

一
、
掲
載
は
、
和
書
お
よ
び
中
國
書
・
洋
書
に
大
馴
し
、

そ
れ
ぞ
れ
軍
行
書
・
難
誌
ご
と
に
到
着
順
に
よ
る
。
但

し
、
週
刊
・
旬
刊
の
．
こ
と
き
も
の
は
・
適
宜
に
ま
と
め

　て

お
い
た
。

二
、
内
容
細
目
は
、
頁
数
の
都
合
上
、
原
則
と
し
て
、
翠

行
書
は
目
家
の
程
度
に
、
ま
た
雑
誌
は
主
婆
な
論
読
・

　
資
料
の
み
に
限
定
す
る
。

三
・
原
則
と
し
て
法
學
、
政
治
學
、
肚
舎
學
に
關
係
あ
る

も
の
に
限
り
、
全
く
關
係
の
な
い
も
の
は
割
愛
す
る
。

商
法
改
正
に
關
す
る
意
見
集
　
　
法
務
省
民
事
局

　
宮
崎
　
昇

虞
犯
少
年
に
關
す
る
研
究

　
　
（
司
法
碍
究
報
告
書
八
輯
一
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
法
研
修
所

　
第
一
部
　
総
論

　
　
第
一
章
序
論
、
第
二
章
虞
犯
少
年
制
度
の
沿
革

　
　
並
び
に
立
法
例
、
第
三
章
虞
犯
少
年
の
實
態
、

　
　
第
四
章
虞
犯
少
年
制
度
の
存
在
意
義
、
第
五
章

　
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
裁
判
例

　
第
二
部
　
非
行
（
虞
犯
事
由
）

　
　
第
一
章
序
論
、
第
二
章
非
行
の
本
質
、
第
三
章

　
　
非
行
の
分
類
、
第
四
章
個
々
の
虞
犯
事
由

　
第
三
部
　
虞
犯
性

　
　
第
一
章
虞
犯
性
一
般
、
第
二
章
虞
犯
性
の
分

　
　
析
、
第
三
章
犯
罪
原
因
論
の
限
界
、
第
四
章
虞

　
　
犯
性
の
實
蹉
的
把
握
e
ー
グ
リ
ュ
ッ
ク
の
豫
測

　
　
具
1
、
第
五
章
虞
犯
性
の
實
蹉
的
把
握
⇔
ー
ヒ

　
　
ー
リ
ー
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
理
論
－

　
第
四
部
　
虞
犯
少
女

　
　
第
一
章
虞
犯
少
女
の
實
態
と
特
異
性
、
第
二
章

　
　
虞
犯
少
女
の
特
異
性
の
原
因
、
第
三
章
虞
犯
少

　
　
女
に
封
す
る
封
策
虎
遇
、
第
四
章
質
春
少
女

中
濱
辰
男

　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
　
（
五
一

米
國
刑
事
訴
訟
手
績
に
お
け
る
訴
因

　
　
（
同
二
輯
一
一
號
）

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

八
）

カ
ウ
ソ
ト
の
意
義

訴
追
の
形
式
と
そ
の
構
成

犯
罪
の
叙
述

被
告
人
の
併
合

犯
罪
の
併
合
（
カ
ウ
ン
ト
の
併
合
）

主
張
と
謹
明
と
の
不
一
致

修
正

訴
追
中
に
包
含
さ
れ
た
犯
罪

司
法
統
計
年
報
（
昭
和
二
八
年
）

　
　
3
、
家
事
編
　
4
、
少
年
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
高
裁
判
所
事
務
絡
局

大
都
市
制
度
に
關
す
る
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
大
都
市
共
同
事
務
局

　
　
日
本
法
學
（
二
〇
巻
六
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
大
學
法
學
會

民
法
改
正
の
動
向
と
問
題
鮎
　
　
　
　
永
田
菊
四
郎

植
民
地
に
於
け
る
議
會
政
治
の
諸
問
題
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
々
巳
之
助

　
　
世
界
國
家
（
八
巻
一
〇
號
）

世
界
連
邦
の
諸
課
題

國
際
耶
和
協
會

　
　
稻
垣
　
守
克



圖
書
月
報
（
六
巻
一
號
）

　
　
選
墨
（
八
巻
三
號
、
四
號
）

　
　
刑
政
（
六
六
巻
三
號
）

イ
タ
リ
ァ
の
行
刑
制
度
（
中
）

法
務
圖
書
館

自
　
治
　
露

刑
務
協
會

　
森
下
　
　
忠

　
　
法
脛
論
集
（
二
號
）

　
　
　
　
　
　
静
岡
法
纏
短
期
大
學
法
纏
學
會

未
決
勾
留
に
つ
い
て
の
刑
事
法
的
考
察

　
　
ー
未
決
勾
留
と
被
告
人
の
人
穫
擁
護
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
倉
　
　
武

椹
利
能
力
な
き
肚
團
の
法
律
關
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
泉
　
　
章

勢
働
法
令
通
信
（
八
巻
一

日
螢
研
資
料

一
號
ー
一
四
號
）

勢
働
法
令
協
會

（
八
巻
九
號
ー
一
一
號
）

　
　
　
　
日
本
努
働
碑
究
所

勢
働
法
律
旬
報

（
一
九
六
號
i
一
九
八
號
）

　
　
　
勢
働
法
律
旬
報
肚

静
働
輕
漕
判
例
速
報

　
　
受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

（
山
ハ
巻
一
〇
號
－
一
二
號
）

　
　
　
　
日
本
経
螢
者
團
艦
連
盟

金
融
法
務
事
情
（
六
五
號
ー
六
七
號
）

　
　
　
　
　
　
　
金
融
財
政
事
情
研
究
會

公
正
取
引
（
五
七
號
）
　
　
公
正
取
引
協
會

　
　
法
學
新
報
（
六
二
巻
三
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
大
學
法
學
會

企
業
捲
保
法
案
に
っ
い
て

　
　
ー
イ
ギ
リ
ス
浮
動
捲
保
よ
り
観
て
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
島
　
廣
雄

配
偶
者
あ
る
者
の
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て

　
　
ー
若
干
の
立
法
論
！
　
　
　
　
　
山
本
　
正
憲

　
　
肚
會
科
學
研
究
（
五
巻
一
號
）

　
　
　
　
　
　
　
東
京
大
學
肚
會
科
學
研
究
所

ア
メ
リ
カ
合
衆
國
に
お
け
る
セ
ク
シ
ョ
ソ
と
リ

　
ジ
ョ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
治
　
眞
三

職
後
目
本
の
警
察
と
治
安
　
　
　
　
　
福
島
　
新
吾

　
　
同
（
二
號
）

「
家
族
國
家
」
観
の
政
治
的
機
能

　
　
ー
「
形
成
期
に
お
げ
る
『
家
族
國
家
』
観
の

　
　
　
樽
造
と
機
能
⇒
第
三
部
ー
　
　
石
田
　
　
雄

　
　
同
（
三
號
）

古
代
ロ
ー
マ
法
に
於
げ
る
掌
捕
の
構
造
（
一
）

　
　
1
古
代
・
ー
マ
法
に
於
け
る
支
配
・
責
任
・
債

　
　
　
務
の
展
開
　
第
一
部
の
一
ー
吉
野
　
　
悟

農
村
に
お
け
る
擬
制
的
親
子
關
係
に
つ
い
て
（
一
）

　
　
ー
特
に
村
落
構
造
と
の
關
連
に
お
い
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
田
　
　
進

　
　
同
（
四
號
）

農
村
に
お
け
る
擬
制
的
親
子
關
係
に
つ
い
て
（
二
）

　
　
ー
特
に
村
落
構
造
と
の
關
蓮
に
お
い
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
田
　
　
進

古
代
・
ー
マ
法
に
於
け
る
掌
捕
の
構
造
（
二
）

　
　
－
古
代
羅
i
マ
法
に
於
け
る
支
配
・
責
任
・
債

　
　
　
務
の
展
開
　
第
一
部
の
二
ー
吉
野
　
　
悟

閣
橋
論
叢

（
三
三
巻
四
號
）

　
　
　
　
一
橋
大
學
一
橋
學
會

裁
判
所
時
報
（
一

八
0
號
、
一
八
一
號
）

　
最
高
裁
剣
所
事
務
総
局

　
　
法
律
論
叢
（
二
八
巻
四
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
大
學
法
律
研
究
所

憲
法
裁
剣
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
安
澤
喜
一
郎

モ
ソ
ゴ
ル
に
お
け
る
牧
玄
田
の
慣
習

　
　
1
、
遊
牧
の
民
に
お
け
る
所
有
の
問
題
（
下
ゾ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
　
正
郎

　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
　
（
五
一
九
）



受
贈
書
主
要
文
献
目
録

ア
メ
リ
カ
各
州
の
憲
法
修
正
手
績
　
　
大
谷
　
正
義

　
　
阪
大
法
學
（
一
三
號
）
　
　
　
大
阪
大
學

西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
商
法
典
の
一
改
正
（
一
）

　
　
ー
代
理
商
法
i
　
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
　
一
郎

意
思
表
示
義
務
の
強
制
執
行
　
　
　
　
中
野
貞
一
郎

占
有
訴
穫
の
機
能
的
攣
化
と
占
有
椹
と
に
關
す
る

　
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
整
爾

　
　
自
治
研
究
（
三
一
巻
三
號
）
　
良
書
普
及
會

自
治
運
管
三
則
（
三
）
　
　
　
　
　
　
小
林
與
三
衣

公
務
員
制
度
改
革
の
基
本
問
題
　
　
　
小
林
　
忠
雄

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
財
政
改
革
案
（
五
）
　
荻
田
　
　
保

　
　
警
察
研
究
（
二
六
巻
三
號
）
　
良
書
普
及
會

新
憲
法
下
の
國
家
理
念
（
一
）
　
　
　
枚
野
　
英
一

警
察
灌
の
嚢
動

　
　
ー
警
察
實
艦
法
小
論
の
四
ー
　
　
土
屋
　
正
三

現
行
行
政
法
規
に
お
け
る
業
務
主
農
虎
罰
規
定
と

　
そ
の
解
繹
に
關
す
る
若
干
の
間
題
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
木
　
　
絆

　
　
法
脛
論
集
（
二
一
隼
）
　
愛
知
大
學
法
経
學
會

東
海
地
方
一
農
村
の
政
治
過
程
の
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
好
　
四
郎

ロ
ッ
ク
に
お
け
る
政
治
機
構
論
の
特
質
と
背
景

　
　
ー
そ
の
穫
力
分
立
主
義
及
び
國
家
樫
力
の

　
　
　
構
造
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
吉
榮

國
際
公
務
員
制
度
の
形
成
（
一
）
　
　
川
崎
　
　
一
郎

輕
濟
法
律
時
報

（
三
巻
二
號
）

　
　
　
経
濟
法
律
時
報
杜

民
事
月
報
（
一
〇
巻
二
號
）
　
法
務
省
民
事
局

法
令
全
書
（
昭
和
三
〇
年
二
月
號
）

法
令
全
書
総
目
録
（
昭
和
二
九
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
藏
省
印
刷
局

資
料
月
報

（
二
巻
二
集
）

　
同
志
杜
大
學
硯
究
所
資
料
部

　
　
政
脛
論
叢
（
四
巻
三
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
島
大
學
政
経
學
部

新
中
國
の
一
九
五
〇
年
度
國
家
財
政
牧
支
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
原
　
　
進

中
華
人
民
共
和
國
憲
法
論
序
読
　
　
　
伊
藤
　
　
溝

㌧
o
獄
註
8
0
略
℃
Φ
騨
8
”
》
oo
遂
“
Φ
目
辞
一
〇

　
〇〇
け
q
畠
『
o
幡
一
冒
一
①
弓
β
曽
註
o
昌
鎮
蜀
o
罵
註
塗
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
川
　
武
夫

現
行
英
國
後
見
法
の
焚
展
（
三
）

　
　
i
身
上
後
見
に
つ
い
て
⑧
1
　
　
遠
田
　
新
一

八
四

イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト

ア
メ
リ
カ
統
一
商
法
典

　
ー
投
資
謹
券
編
課

（
五
二
〇
）

（
八
巻
三
號
）

大
阪
謹
券
取
引
所

（
三
）
i

八
木
　
　
弘

　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
（
七
九
號
）
　
有
斐

地
方
自
治
と
府
縣
制
度
の
改
革
（
座
談
會
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
飼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荻
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻

集
團
示
威
蓮
動
は
自
由
か

　
　
！
公
安
條
例
に
關
す
る
最
高
裁
剣
決
に

　
　
　
封
す
る
疑
問
ー
　
　
　
　
　
　
耶
賀

　
　
同
（
八
O
號
）

丈
民
の
誕
生

ヤ
ル
タ
協
定
と
領
土
問
題

千
島
・
樺
太
論

目
ソ
交
渉
と
領
土
問
題

沖
縄
・
小
笠
原
の
露
馬

沖
縄
・
小
笠
原
の
返
還

閣溝二俊信
明郎一保成

健
太

宮
澤
　
俊
義

入
江
啓
四
郎

高
野
　
雄
一

田
村
幸
策

田
畑
茂
二
郎

一
又
　
正
雄

　
　
研
究
集
録
（
三
輯
）
　
　
大
阪
大
學
南
北
校

新
奮
爾
憲
法
に
お
け
る
椹
利
宣
言
の
比
較



新
聞
の
紙
面
分
解
の
一
型
式

勢
政
時
報
（
一

法
輕
論
集

落
合
　
　
勇

上
西
牛
三
郎

三
二
四
號
－
一
三
二
七
號
）

　
　
　
　
勢
務
行
政
硯
究
所

（
四
巻
三
號
）

　
　
　
　
新
潟
大
學
人
丈
學
部

取
締
役
會
と
常
務
會
　
　
　
　
　
　
　
野
崎

ラ
ス
キ
の
政
治
理
論
に
お
け
る
覗
黙
形
成
の

　
間
題
（
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
澁
谷

國
際
連
合
に
よ
る
國
際
紛
雫
の
李
和
的
解
決

　
（
二
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口

富
作武

五
郎

　
　
名
城
法
學
（
五
巻
一
號
）
　
名
城
大
學
法
學
會

最
近
の
ド
イ
ッ
國
法
學
に
お
け
る
國
椹
論

　
　
ー
日
本
國
憲
法
に
い
う
「
國
椹
」
の
解
明
の

　
　
　
一
助
と
し
て
ー
　
　
　
　
　
小
森
　
義
峯

ド
イ
ッ
刑
法
思
想
の
爽
展
と
未
途
・
不
能
犯
（
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
山
　
富
夫

株
主
総
會
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
　
登

人
丈
科
學
研
究
（
一
六
號
、
一
七
號
）

　
　
　
　
　
早
稻
田
大
學
人
文
科
學
硯
究
所

同
（
一
八
號
）

　
　
受
購
書
主
要
丈
献
目
録

團
艦
交
渉
の
経
濟
學
的
考
察
　
　
　
　
北
澤
新
柔
郎

杜
會
保
障
に
關
す
る
若
干
の
畳
書
　
　
園
　
　
乾
治

杜
會
保
障
と
團
腔
協
約
　
　
　
　
　
　
李
田
富
太
郎

中
小
企
業
に
お
け
る
勢
働
協
約
の
方
向

　
　
同
（
一
九
號
）

緒
言
”
現
代
政
窯
の
機
能
と
組
織

ア
メ
リ
カ
政
黛
制
の
特
質

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
二
蕪
制

ア
メ
リ
カ
の
二
蛍
…
制
と
封
外
政
策

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
二
蕪
制

フ
ラ
ン
ス
政
黛
制
の
諸
問
題

ド
イ
ツ
政
黛
制
の
「
（
襲
展

西永佐
宮山口

輝武
明夫卓

内勝後吉齋吉吉
田村藤村藤村村

繁　一健
隆茂郎藏敏正正

　
　
早
稻
田
政
治
輕
濟
學
雑
誌
（
二
二
二
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
早
稻
田
大
學
政
治
経
濟
學
會

合
衆
國
に
お
け
る
政
黛
の
資
金
と
そ
の
規
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
　
　
正

　
　
税
法
學
（
五
一
號
）
　
　
　
日
本
穐
法
學
會

租
稚
犯
に
お
け
る
責
任
（
一
）
　
　
　
河
村
　
澄
夫

配
當
課
穐
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
一
）
　
大
原
　
一
三

ド
イ
ッ
租
税
基
本
法
の
蕨
究
（
二
）

　
　
ー
i
和
新
其
解
本
法
制
・
定
の
た
め
に
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川

米
國
所
得
税
法
に
お
け
る
家
族
の
課
税
（
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
貝

一
郎

脩
一

中
小
企
業
協
同
組
合
（
一
〇
巻
四
號
）

　
　
　
　
　
　
　
日
本
中
小
企
業
團
膿
蓮
盟

會
報
（
四
四
號
）

東
京
株
式
懇
話
會

　
　
法
學
論
叢
（
六
〇
巻
六
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
學
法
學
會

昂
ま
る
世
界
準
和
勢
力
と
苦
闘
す
る
日
本
の
民
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
川
　
丈
彦

政
治
肚
會
の
組
織
化
の
意
味

　
　
ー
バ
ー
ナ
ム
の
「
管
理
者
革
命
論
」
を

　
　
　
手
掛
り
と
し
て
ー
　
　
　
　
　
福
島
徳
壽
郎

　
　
研
究
報
告
（
五
集
）
　
　
　
東
京
學
藝
大
學

イ
ン
ド
憲
法
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
野
田
　
福
雄

國
會
と
裁
判
所
の
關
係
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
鋳
輔

　
　
同
（
六
集
）

郊
外
地
逼
佳
民
の
生
活
態
度

　
　
ー
東
京
都
練
馬
地
匠
調
査
報
告
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
井
　
和
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
、
加
貝
皿
日
一
郎

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
に
關
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
　
（
五
二
一
）



受
賂
書
主
要
文
献
目
録

法
輕
學
會
雑
誌

田
村
榮
一
郎

（
八
號
）

　
　
岡
山
大
學
法
経
學
會

古
代
及
び
中
世
に
お
け
る
緊
急
避
難
　
森
下

法
心
理
學
の
課
題
（
お
ぽ
え
書
・
そ
の
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

　
　
同
（
九
號
）

フ
ラ
ン
ス
養
子
法
概
論
　
　
　
　
　
　
山
本

　
　
同
（
一
〇
號
）

夫
婦
共
同
縁
組
の
成
立
と
解
清

　
　
－
若
干
の
解
繹
論
－
　
　
　
　
　
山
本

法
心
理
學
の
課
題
（
お
ぽ
え
書
・
そ
の
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

忠
克
彦

正
憲

正
憲

克
彦

　
　
都
市
問
題
（
四
六
巻
四
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
市
政
調
査
會

道
州
制
の
類
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
龍
之
助

地
域
産
業
開
嚢
を
實
現
す
る
も
の
　
　
池
田
　
善
長

被
保
護
階
層
の
構
造
的
特
質
　
　
　
　
小
倉
　
裏
二

大
都
市
佳
民
の
「
居
佳
地
域
生
活
」
一
8
箪
一
崖
Φ

　
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
　
　
薫

都
市
に
お
け
る
地
主
の
性
格
　
　
　
　
山
田
野
里
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
野
　
英
伍

　
　
家
庭
裁
判
月
報
（
七
巻
一
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
高
裁
判
所
事
務
総
局

離
婚
に
お
け
る
制
度
的
お
よ
び
非
制
度
文
化
の

　
葛
藤
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
土
井
　
正
徳

国
ゆ
弓
＜
”
舅
飾

八
六

（
五
二
二
）

自
由
中
國
杜

ピ
”
宅
ω
6
7
0
0
一
閑
㊦
6
0
㎏
島

　
　
（
＜
〇
一
●
b
o
O
．
Z
o
●
癖
－
O
）

都
市
問
題
研
究

（
七
巻
四
號
）

　
　
　
都
市
間
題
研
究
會

ス
ラ
ム
の
爽
生
と
そ
の
性
格
　
　
　
　
磯
村

都
市
生
活
と
日
雇
勢
働
者
　
　
　
　
　
近
藤

家
計
か
ら
み
た
都
市
と
農
村
　
　
　
　
硲

都
市
生
活
に
お
け
る
保
健
衛
生
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
珍

都
市
公
害
問
題
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
西

都
市
の
環
境
衛
生
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
司

都
市
の
傳
染
病
翼
策

英
一

丈
二

正
夫

　輝俊
光房夫

熊
谷
謙
三
郎

最
高
裁
判
所
判
例
集
（
八
巻
一
二
號
）

高
等
裁
判
所
判
例
集
（
七
巻
一
一
號
）

高
等
裁
判
所
刑
享
裁
判
特
報
（
二
巻
五
號
）

高
等
裁
判
所
刑
事
裁
判
特
報
第
剛
巻
索
引

下
級
裁
判
所
民
事
裁
判
例
集
（
五
巻
八
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
最
高
裁
判
所
事
務
総
局

脛
螢
者

（
九
巻
五
號
）

　
　
　
　
日
本
維
螢
者
團
艦
連
盟

自
由
中
國
（
一
二
巻
六
號
！
八
號
）


